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ら

った.一方シュンギク， トマト，ニンニクは Aファー

ジDNAを切断しなかった.このように仔牛胸腺

DNAとAファージDNAの聞で切断の程度に差異が

美智子中

よって試料の DNA切断作用及びその強度を判定した.

また泳動終了後，ブナ UVライト照射下に赤色フィル

ターを用いて DNAーエチジウムブロマイド複合体の

写真撮影も行なった.DNAは仔牛胸腺DNAおよびA

ファージDNAをf吏用した.
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DNA-breaking Fig. 1. Time course of 

action of pumpkin juice_ 

カボチャ加熱液汁の仔牛胸腺DNA切断作用につい

て経時的変動を調べた.その結果， Fig_1のようにカ

ボチャ加熱液汁と DNA 溶液の反応時間が 0.5~5 時

間の聞で延長するのに伴ない，高分子DNAが減少し，

低分子化された DNAが増加するという傾向が認めら

れた.従って疏菜・果実液汁の DNA切断能試験におい

てDNA溶液との反応時間は 2.5時間とした.

24種の市販疏菜・果実から調製し，共存する DNase

を失活させるために加熱処理した液汁について仔牛胸

腺およびAファージDNA切断活性を調べた(Table1 

および2).その結果， f子牛胸腺DNAを切断したのは

カボチャ，ゴボウ，ナス，シイタケ，ハクサイの白色

部分と緑色部分，セロリー，ネギ，ニラ，ホウレンソ

ウ，キュウリ，シュンギク，ピーマン，キャベツ，タ

マネギ，ニンジン，ナシ，カキ， トマト，ニンニク，

ダイコン，ミカンの 21種であった.それらの切断作用

の強度は相対的にカボチャ，ゴボウ，ナス，キュウリ

など 10種が最も強心シュンギク，ピーマン，キャベ

ツ， トマトなど8種が中程度で，ニンニク，ダイコン，

ミカンの3種が弱かった. リンゴ，パイナップル，レ

モンは仔牛胸腺DNAを切断しなかった.またピーマ

ンおよびキャベツは AファージDNAを切断したが，

その切断作用の強度は仔牛胸腺DNAの場合より弱か

結果および考察

Breakage of calf thymus DNA by some vegetable juices 
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Pineapple 

Lemon 

川

廿

掛

川

柑

川

廿

川

市

川

廿

掛

川

市

川

計

川

廿

川

廿

u
T

Table 1. 

Vegetables 

Pumpkin 

Burdock 

Eggplant 

Shiitak巴

Chinese cabbage 
(White part) 
(Green part) 

Celery 

Whelsh onion 

Chinese leek 
Spinach 

Cucumber 

Garland chrysanthemum 



市販競菜・果実のDNA切断活性 57 

見られたのは，前者が所々に単鎖の部分を持った鎖状

の2重鎖構造であるのに対して，後者は環状の 2重鎖

構造であることが一因であろうと考えられる.

他方，食品中のポリフェノール化合物やレダクトン

類のDNA切断作用がCu2+の共存によって助長され

ることが知られている.そこで競菜の加熱液汁につい

てCu2+共存下における DNA切断作用を検討した.

ニンジン，タマネギ，カボチャの加熱液汁を lμMCu2+

共存下で仔牛胸腺DNAに作用させた結果.Fig.2に

示した電気泳動パターンのように，いずれの DNA切

断作用も Cu2+の共存しない場合より低下した.さら

にカボチャ加熱液汁による電気泳動パターンをデンシ

トメーターで分析し.DNAの泳動距離と蛍光強度す

なわち DNA量の関係を調べた (Fig.3).その結果，

カボチャ加熱液汁の仔牛胸腺DNA切断活性は lμM

vegetable juices. 
Table 2. Breakage of kphage DNA by some 

Vegetables 

Green pepper 
Cabbage 

Garland chrysanthemum 

Tomato 
Garlic 
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Fig. 2. DNA-breaking action of some veg-

etable juices in the presence or absence of 
Cu2+. 

Cu2+の共存によって明らかに低下した.同様にして

キャベツ加熱液汁について調べた結果，その仔牛胸腺

DNA切断活性は 1μMCu2+の共存によって僅かなが

ら上昇した (Fig.4).従って市販競菜の液汁が有する

DNA切断物質には.Cu2+共存によってその活性が低

下するタイプと上昇するタイプがあることが推察され

た.

前述のように市販競菜・果実の液汁は DNA切断活

性物質を含有することが推定されたが，これらの物質

はDNA切断活性を有するアスコルビン酸やポリフェ

ノール化合物等のレダクトン化合物であることが考え

られる.そこで市販疏菜の加熱液汁をアルカリ，酸，

あるいはフェノールオキシダーゼで処理したものにつ

いて仔牛胸腺DNA切断活性を調べた(Table3).その

結果，シュンギク，ピーマン，ニンニク， トマトの加
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Fig. 3. DNA-breaking action of pumpkin 

juice in the presence or absence of Cu2+. 
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Breakage of calf thymus DNA by some vegetable juices treated with acid， alkali or phenolox-Table 3. 

idase_ 

Relative activity 

Phenoloxidase 

treatment 

* 

Alkali treatment 

* 

* 

Acid treatment 

+
+
+
+
 

Untreatment 

+件

→十

件

十+

十

十

Vegetables 

Pumpkin 

Garland chrysanthemum 

Green pepper 

Garlic 

Tomato 

Cabbage 

* not examined 

24種の市販競菜および果実の加熱処理液汁につい

てアガローススラブゲル電気泳動法による DNA切断

能試験を行なった.

1. DNA切断活性が認められたのはカボチャ，ゴ

ボウ，ナス，シイタケ，ハクサイ，セロリー，ネギ，

ニラ，ホウレンソウ，キュウリ，シュンギク，ピーマ

ン，キャベツ，タマネギ，ニンジン，ナシ，カキ， ト

マト，ニンニク，ダイコン， ミカンであった.そして

DNA切断活性が認められなかったのはリンゴ，パイ

ナップル，レモンであった.

2. Cu2+イオンはニンジン，タマネギ，カボチャの

DNA切断活性を減少させたが，キャベツの活性はわ

ずかに増強させた.

3. フェノールオキシダーゼはシュンギク，ピー7

ン，ニンニク，トマト，キャベツの DNA切断活性を失

活した.

以上のことから，数種の市販競菜・果実はポリフェ

ノール化合物のような DNA切断活性物質を含有する

ことが示唆された.

ずかに失活するものの維持されることを認めた.従っ

てシュンギク，ピーマン，ニンニクの加熱液汁はレダ

クトンのように酸性下では安定でアルカリ性下で失活

するような DNA切断物質を含有することが推察され

た.またシュンギク，ピーマン，ニンニク， トマト，

キャベツの加熱液汁の仔牛胸線DNA切断活性はフェ

ノールオキシダーゼ処理によって完全に失活すること

を認めた.従って，これらの歳菜加熱液汁の DNA切断

作用にはポリフェノール化合物が関与していることが

示唆された.
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Fig. 4. DNA-breaking action of cabbage 

juice in the presence or absence of Cu'+_ 
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熱液汁が有するf子牛胸腺DNA切断活性はアルカリ処

理によって完全に失活することを認めた.一方， トマ

ト，キャベツの DNA切断活性は酸処理によって完全

に失活することを認めた.カボチャ，シュンギク，ピー

マン，ニンニクの DNA切断活性は酸処理によってわ
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S u m m a r y

DNA-breaking activity of heat-treated juices from 24 kinds of vegetables and fruits in the
market was analyzed by use of agarose slab gel electrophoresis.

1. DNA-breaking activity was detected in the heat-treated juices from pumpkin, burdock,
eggplant, shiitake, Chinese cabbage, celery, whelsh onion, Chinese leek, spinach, cucumber,
garland chrysanthemum, green pepper, cabbage, onion, carrot, pear, kaki, tomato, garlic,
radish and orange, while the activity was not detected in those from apple, pineapple and
lemon.

2. Cr.?+  ion decreased DNA-breaking activity of carrot, onion and pumpkin, but slightly
enhanced the activity of cabbage.

3. The activity of garland chrysanthemum, green pepper, garlic, tomato and cabbage
was inactivated by phenoloxidase.

These findings suggest that some vegetables and fruits in the market contain DNA-
breaking substances such as polyphenol compounds.


